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1.  背景  

武 蔵 野 市 立 図 書 館 は 、「 各 館 の 地 域 性 を 考 慮 し な が ら 、市 民 の 要 望 に 十 分 応

え ら れ る よ う に 、 各 分 野 に わ た り 、 必 要 な 資 料 を 広 範 囲 に 収 集 す る 」 と 示 す

「 武 蔵 野 市 立 図 書 館 資 料 収 集 方 針 」 に よ り 、 蔵 書 の 充 実 を 図 っ て き ま し た 。

し か し 、 構 成 さ れ て き た 現 在 の 蔵 書 が 、 各 分 野 に お け る 基 礎 資 料 を 備 え た も

の と な っ て い る か 、 多 様 性 と 持 続 性 の あ る も の と な っ て い る か 、 各 館 の 個 性

に 沿 っ た 内 容 と な っ て い る か な ど に つ い て の 点 検 が ひ と つ の 課 題 と し て あ り

ま す 。 ま た 、 中 央 図 書 館 書 庫 の 集 密 化 な ど に よ り 蔵 書 可 能 冊 数 の 拡 大 に 努 め

て き ま し た が 、 既 に 市 立 図 書 館 全 体 の 収 蔵 能 力 の ９ 割 が 使 用 さ れ て お り 、 今

後 は 蔵 書 数 拡 大 が 難 し い 状 況 で す 。限 り あ る 予 算 、限 り あ る ス ペ ー ス の 中 で 、

武 蔵 野 市 立 図 書 館 と し て 、 ど の よ う な 資 料 を 収 集 し 除 籍 し て い く か を あ ら た

め て 検 討 し な く て は な ら な い と い う 課 題 も あ り ま す 。  

こ の よ う な 現 状 を 踏 ま え 、 平 成 31(2019)～ 平 成 40(2028)年 度 を 計 画 期 間

と す る 第 ２ 期 武 蔵 野 市 図 書 館 基 本 計 画 の 重 点 取 組 の ひ と つ に 、 蔵 書 方 針 の 見

直 し が 設 定 さ れ ま し た 。 こ れ を 受 け て 、 亜 細 亜 大 学 安 形 輝 教 授 に 調 査 へ ご 協

力 い た だ き 、 本 市 図 書 館 と 他 公 立 図 書 館 等 と の 比 較 あ る い は 市 内 ３ 館 ご と の

立 地 、 役 割 、 利 用 者 層 や 図 書 受 入 実 績 等 の 比 較 に よ り 蔵 書 評 価 を 行 い 、 そ の

結 果 に 基 づ く 蔵 書 構 成 の 見 直 し に 取 り 組 む こ と と し ま し た 。  

 

 

2.  位置 づけ  

蔵 書 構 成 は 、「 蔵 書 が 図 書 館 の サ ー ビ ス 目 的 を 実 現 す る 構 造 と な る よ う に 、

資 料 を 選 択 、 収 集 し て 、 計 画 的 組 織 的 に 蔵 書 を 形 成 、 維 持 、 発 展 さ せ て い く

意 図 的 な プ ロ セ ス 」  1と さ れ て い ま す 。そ の プ ロ セ ス は 一 般 的 に 、「 選 択・収

集 ⇒ 整 理 ・ 形 成 ⇒ 維 持 ・ 除 籍 ⇒ 評 価 ・ 発 展 」 の 形 を と り ま す （ 図 表 2-1） 2。 

本 方 針 は 、 蔵 書 の 現 状 を 評 価 し 、 そ の 結 果 を 踏 ま え 、 特 に 「 館 別 の 収 集 」

「 複 本 」「 除 籍 」の 方 向 性 を 定 め る こ と で 、本 市 図 書 館 に お け る 蔵 書 構 成 の 今

後 の あ り 方 を 示 し 、 各 分 野 に お け る 基 礎 資 料 や 武 蔵 野 市 の 地 域 資 料 、 多 様 性

と 持 続 性 の あ る 図 書 資 料 の 収 集 ・ 保 存 を 適 切 に 行 っ て い く こ と を 目 的 と し て

い ま す 。  

 

 

                             
1 日 本 図 書 館 情 報 学 会 用 語 辞 典 編 集 委 員 会 編 ，「 図 書 館 情 報 学 用 語 辞 典 第 5 版 」 丸 善

出 版 ， 2 0 2 0 年  
2 参 考 文 献  二 村 健 監 修 ・ 藤 田 岳 久 編 著 ，「 図 書 館 情 報 資 源 概 論 」 学 文 社 ， 2 0 1 6 年  
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図 表 2-1 蔵 書 構 成  
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3.  蔵書評価  

(1)  武 蔵 野 市 立 図 書 館  

市 立 図 書 館 （ ３ 館 全 体 ） の 蔵 書 の 現 状 を 、 他 公 立 図 書 館 等 と 比 較 し な が ら

評 価 し ま す 。  

 

①  都 内 公 立 図 書 館 と の 比 較  

蔵 書 に 関 す る 主 な 指 標 を 用 い て 、都 内 公 立 図 書 館 と の 比 較 評 価（ 図 表 3-1）

を 行 い ま し た 3。本 市 は 、他 公 立 図 書 館 と 比 較 し て も 市 民 一 人 当 た り の 蔵 書 冊

数 が 多 く 、 蔵 書 量 は 充 実 し て い る と 言 え ま す 。 ま た 、 市 民 一 人 当 た り の 貸 出

冊 数 か ら も 、 非 常 に 多 く の 利 用 が さ れ て お り 、 利 用 者 の 要 求 に 応 え る 質 の 高

い 蔵 書 で あ る と 言 え ま す 。な お 、蔵 書 評 価 で 良 く 用 い ら れ る 蔵 書 回 転 率 4に つ

い て は 、 蔵 書 冊 数 が 充 実 し て い る た め に 、 高 い 数 値 が 出 な い と い う 傾 向 に あ

り ま す 。  

こ の 比 較 か ら は 、 総 体 的 な 評 価 と し て 、 本 市 図 書 館 の 蔵 書 は 質 量 と も に 高

い レ ベ ル に あ る と 評 価 で き る と 考 え ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                             
3 東 京 都 立 中 央 図 書 館 「 令 和 ２ 年 度  東 京 都 公 立 図 書 館 調 査 」 よ り 作 成 。 な お 同 調 査

は 、 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 を 基 準 と し 、 令 和 元 年 度 の 実 績 を も と に 作 成 さ れ て い ま す 。  
4 蔵 書 回 転 率 は 、 あ る 一 定 期 間 （ １ 年 ） の 貸 出 冊 数 を 蔵 書 冊 数 で 割 っ た も の で あ り 、

そ の 期 間 内 に 蔵 書 一 冊 が 平 均 何 回 貸 し 出 さ れ た か を 示 す 図 書 館 評 価 の 指 標 で す 。  

自治体名等 人口
蔵書冊数

(図書)

市民一人あたり

の蔵書冊数
貸出冊数

市民一人あたり

の貸出冊数
蔵書回転率

武蔵野市 147,519 932,167 6.32 2,313,162 15.68 2.48

三鷹市 189,478 790,776 4.17 1,619,528 8.55 2.05

小金井市 122,542 491,046 4.01 839,542 6.85 1.71

西東京市 205,653 784,963 3.82 1,898,546 9.23 2.42

杉並区 576,093 2,000,028 3.47 4,064,064 7.05 2.03

練馬区 741,588 1,839,295 2.48 6,273,903 8.46 3.41

都内市部計 4,185,120 19,220,209 4.59 30,350,692 7.25 1.58

都内特別区計 9,599,585 27,764,556 2.89 69,966,389 7.29 2.52

図 表 3-1 都 内 公 立 図 書 館 と の 比 較 評 価  
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②  国 立 国 会 図 書 館 に 対 す る カ バ ー 率  

国 立 国 会 図 書 館 と 武 蔵 野 市 の 蔵 書 デ ー タ を 用 い て 、 国 立 国 会 図 書 館 蔵 書 を

出 版 物 全 体 と 仮 定 し て 5、そ れ に 対 す る カ バ ー 率 と 構 成 比 を 算 出 し ま し た 。武

蔵 野 市 は 蔵 書 デ ー タ を 、 国 立 国 会 図 書 館 の デ ー タ は 国 立 国 会 図 書 館 サ ー チ

API で 公 開 さ れ て い る も の を 利 用 し ま し た 。 タ イ ト ル で の 突 合 は 異 な る 版 な

ど を 同 一 視 し て し ま う 恐 れ が あ る た め 、ISBN が 付 与 さ れ て い る タ イ ト ル の み

を 対 象 と し て い ま す 。  

図 表 3-2 の と お り 、全 体 的 に は ISBN が あ る

国 立 国 会 図 書 館 の 資 料（ 約 265 万 点 ）の う ち 、

22.1%を カ バ ー し て い ま す 。  

国 立 国 会 図 書 館 で ISBN が あ る 資 料 に は 漫

画 、学 習 参 考 書 、写 真 集 等 、自 治 体 の 公 立 図 書

館 が あ ま り 購 入 し な い 資 料 も 含 ま れ る た め 、

自 治 体 の 公 立 図 書 館 と し て は 非 常 に 高 い カ バ

ー 率 と な っ て お り 、 市 民 に と っ て は 、 そ れ だ

け 多 く の 資 料 に 触 れ る 機 会 が も て る よ う な 、

幅 広 い 資 料 が 受 け 入 れ ら れ て い る と 考 え ら れ

ま す 。  

参 考 ま で に 、全 国 の 公 立 図 書 館 4,477 館 を 対

象 に 2006 年 上 半 期 に 出 版 さ れ た タ イ ト ル の う

ち 無 作 為 抽 出 し た 5,048 タ イ ト ル の 所 蔵 調 査 6

を 行 っ た 際 の デ ー タ を 用 い て 、 全 国 の 公 立 図

書 館 の カ バ ー 率 を 算 出 し た 結 果 は 図 表 3-3 の

と お り で す 。  

出 版 物 の カ バ ー 率 が 20%を 超 え る 図 書 館 は 上

位 1％ と な っ て い ま す 。 つ ま り 、 武 蔵 野 市 立 図

書 館 の カ バ ー 率 は 非 常 に 高 い グ ル ー プ に 入 る

と 言 え ま す 。  

ま た 、 こ の デ ー タ を 用 い て 、 全 国 の 市 区 町 村 1,087 自 治 体 に つ い て 館 単 位

で は な く 自 治 体 単 位 で 集 計 を 行 っ た 結 果 、 こ の 当 時 の 武 蔵 野 市 の 25.6%と い

う カ バ ー 率 は 全 国 で 62 位 で あ り 、 自 治 体 単 位 で も カ バ ー 率 が 高 い こ と が 示

さ れ て い ま す 。   

                             
5 国 立 国 会 図 書 館 は 国 立 国 会 図 書 館 法 に よ り 、 国 内 で 発 行 さ れ た す べ て の 出 版 物 を 納

め る 図 書 館 で す 。  
6 大 場 博 幸 ほ か 3 名 .  図 書 館 は ど の よ う な 本 を 所 蔵 し て い る か  :  2 0 0 6 年 上 半 期 総 刊

行 書 籍 を 対 象 と し た 包 括 的 所 蔵 調 査 .  日 本 図 書 館 情 報 学 会 誌  V o l . 5 8 ,  N o . 3 ,  p p . 1 3 9 -

1 5 4 ,  2 0 1 2 - 0 9 - 3 0 

図 表 3 -2  国 立 国 会 図 書 館 蔵

書 に 対 す る カ バ ー 率  

図 表 3- 3  2006 年 上 半 期 出

版 物 に 対 す る 公 立 図 書 館 の

カ バ ー 率 （ 推 計 ）  

カバー率 館数 割合

0.0～5.0％ 3,467 77.4%

5.0～10％ 710 15.9%

10～20％ 255 5.7%

21％～ 45 1.0%

4,477 100.0%

分類
国立国会

図書館

武蔵野市立

図書館
カバー率

０類 44,971 11,247 25.0%

１類 99,171 20,117 20.3%

２類 162,579 43,138 26.5%

３類 324,865 76,420 23.5%

４類 160,428 37,562 23.4%

５類 156,880 44,858 28.6%

６類 72,385 19,357 26.7%

７類 444,848 62,880 14.1%

８類 31,947 7,596 23.8%

９類 369,686 115,039 31.1%

NDCなし 778,313 146,879 18.9%

合計 2,646,073 585,093 22.1%
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③  近 隣 自 治 体 と の 分 類 別 構 成 比 の 比 較  

図 表 3-4 で は 、 武 蔵 野 市 の 図 書 館 と 近 隣 自 治 体 図 書 館 蔵 書 の 、 分 類 別 の 構

成 比 を 比 較 し て い ま す 7。武 蔵 野 市 立 図 書 館 で 所 蔵 す る 一 般 図 書 の 内 、９ 類（ 文

学 ） の 占 め る 比 率 は 29.1％ と 、 分 類 中 で 一 番 高 い 割 合 と な っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近 隣 自 治 体 の ９ 類（ 文 学 ）の 構 成 比 率 は 、三 鷹 市 25.7％ 、小 金 井 市 38.9％ 、

西 東 京 市 29.3％ 、杉 並 区 24.7％ と な っ て い ま す 。こ の 内 、三 鷹 市・杉 並 区 で

は 、文 庫・新 書 を 分 け て 冊 数 を 計 測 し て お り（ 三 鷹 市：15.3％ 、杉 並 区：17.0％ ）、

文 庫 ・ 新 書 の 中 に も ９ 類 が 含 ま れ る と 考 え る と 、 武 蔵 野 市 の 蔵 書 構 成 が 、 特

別 に ９ 類 （ 文 学 ） に 偏 っ て い る も の で は 無 い こ と が わ か り ま す 。  

ま た 、 図 表 3-5 は 、 本 市 図 書 館 に お け る 分 類 別 の 貸 出 比 率 を 示 し た も の で

す 8。９ 類（ 文 学 ）の 貸 出 冊 数 は 、全 体 の 33.3％ を 占 め 、利 用 者 の 要 望 が 高 い

分 野 で あ る こ と が 分 か り ま す 。 こ の こ と か ら も 、 利 用 者 の 要 望 に 沿 っ た 、 バ

ラ ン ス の 良 い 構 成 で あ る と 考 察 さ れ ま す 。  

  

                             
7 武 蔵 野 市 ：「 武 蔵 野 市 の 図 書 館  令 和 元 (平 成 3 1 )年 度  事 業 報 告 」、 三 鷹 市 ：「 令 和 元

年 度 三 鷹 市 立 図 書 館 事 業 概 要 」、 西 東 京 市 ：「 令 和 元 年 度  西 東 京 市 図 書 館 事 業 概 要 」、

杉 並 区 ：「 図 書 館 利 用 状 況 (平 成 3 1 年 ３ 月 末 現 在 )」、 小 金 井 市 ：「 令 和 元 年 度  小 金 井

市 事 務 報 告 書 」  
8 「 武 蔵 野 市 の 図 書 館  令 和 元 (平 成 3 1 )年 度  事 業 報 告 」、 武 蔵 野 市 、 8 3 頁  

郷土行政 0.2%

０ 類 1.8%

１ 類 3.4%

２ 類 8.2%

３ 類 8.1%

４ 類 6.3%

５ 類 8.1%

６ 類 2.0%

７ 類 10.4%

８ 類 1.5%

９ 類 33.3%

絵本・紙芝居 16.8%

分　類
貸出冊数に

占める割合

図 表 3 -4  近 隣 自 治 体 と の 分 類 別 構 成 比 の 比 較  
図 表 3 -5  分 類 別

貸 出 比 率  

分　類 武蔵野市 三鷹市 小金井市 西東京市 杉並区

郷土行政 4.4% 3.5% ー 16.0% ー

0類 総記 3.0% 2.4% 3.8% 2.0% 2.0%

1類 哲学 4.5% 3.1% 3.8% 3.2% 3.7%

2類 歴史 10.0% 7.5% 10.1% 8.2% 7.0%

3類 社会科学 17.4% 11.7% 16.0% 12.2% 10.2%

4類 自然科学 7.2% 5.3% 6.7% 5.4% 6.0%

5類 技術 8.1% 6.8% 8.1% 6.7% 6.8%

6類 産業 3.5% 2.7% 2.6% 2.3% 2.7%

7類 芸術 10.8% 6.9% 8.3% 6.7% 8.9%

8類 言語 2.0% 1.7% 1.8% 1.3% 1.6%

9類 文学 29.1% 25.7% 38.9% 29.3% 24.7%

文庫・新書 ー 15.3% ー ー 17.0%

その他 ー 7.3% ー 6.7% 9.3%
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④  複 本  

(ア )  複 本 と 貸 出 数  

本 市 に お け る 複 本 と 貸 出 数 の 関 係 を 見 る た め に 、本 市 の 貸 出 統 計（ 2016～

2019）か ら「 ４ 冊 以 上（ 館 数 を 超 え る ）複 本 が あ る 資 料 」「 ３ 冊 以 下（ 館 数 内 ）

複 本 が あ る 資 料 」「 複 本 が な い 資 料 」を 出 版 年 別 に し て 、１ 冊 あ た り の 貸 出 数

を 集 計 し た の が 図 表 3-6 で す 。な お 、 こ こ で は 除 籍 さ れ た 資 料 は 考 慮 し て い

ま せ ん 。  

図 表 3-6 複 本 と 貸 出 数 9 

 

複 本 が あ る 資 料 は 、 出 版 年 に 関 わ ら ず 、 複 本 が な い 資 料 よ り も 、 １ 冊 あ た

り の 貸 出 数 が 多 く な っ て い ま す 。例 え ば 、2015 年 に 出 版 さ れ た 資 料 に つ い て 、

2016 年 ～ 2019 年 の 4 年 間 の 一 冊 あ た り 平 均 貸 出 回 数 は 、「 複 本 な し 」 の 資 料

は 約 20 回 、「 複 本 あ り 」 の 資 料 は 約 24 回 、「 館 数 を 超 え る 複 本 あ り 」 の 資 料

は 約 29 回 で し た 。利 用 者 の ニ ー ズ（ 貸 出 回 数 ）に 応 じ て 複 本 を 揃 え る 、複 本

が 増 え る こ と で 利 用 者 の ニ ー ズ （ 貸 出 回 数 ） も 高 ま る 、 と い う 関 係 性 が 見 ら

れ ま す 。  

な お 、 １ 冊 あ た り の 貸 出 数 で み る と 、 全 体 と し て 出 版 年 が 古 い も の ほ ど 貸

出 数 が 減 少 し て い る こ と が わ か り ま す 。 一 般 的 に 出 版 物 の 利 用 は 、 出 版 年 が

古 く な る ほ ど 減 少 す る こ と と 一 致 し て い ま す 。  

                             
9 こ の 貸 出 統 計 の 集 計 期 間 は 2 0 1 6 年 ～ 2 0 1 9 年 で あ り 、 そ れ 以 前 の 貸 出 数 は 含 ま れ て

い ま せ ん 。  
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(イ )  類 別 の 複 本 数  

 日 本 十 進 分 類 法 で 分 類 さ れ て い る 蔵 書 に つ い て 、 類 別 に 複 本 数 を 集 計 し た

も の を 図 表 3-7 に 示 し ま し た 。（ 令 和 ３ 年 ３ 月 現 在 ）  

図 表 3-7 類 別 複 本 数 （ タ イ ト ル 数 及 び 冊 数 ）  

 

 

(ウ )  最 大 複 本 数  

他 の 自 治 体 と の 比 較 に お い て 、 本 市 の 人 口 規 模 に お け る 一 般 的 な 最 大 複 本

数 を 調 べ る た め に 、 既 往 調 査 「 公 立 図 書 館 に お け る 予 約 数 と 複 本 数 の 推 移 ：

予 約 上 位 本 の 定 点 調 査 1 0」 の デ ー タ を 参 照 し ま し た 。 こ の 調 査 は 関 東 を 中 心

と し た 61 自 治 体 の 予 約 上 位 ラ ン キ ン グ を 2014 年 4～ 7 月 ま で 定 点 調 査 し た

も の で 、 図 書 館 シ ス テ ム か ら 予 約 数 と 複 本 数 を 調 査 し て 、 そ の 時 点 で の 自 治

体 の 最 大 複 本 数 を 推 計 し た も の で す 。  

図 表 3-8 は 、 調 査 で 推 計 さ れ た 最 大 複 本 数 を 縦 軸 に 、 調 査 実 施 時 期 の 「 日

本 の 図 書 館 2013」よ り 各 自 治 体 の 奉 仕 対 象 人 口（ そ の 自 治 体 の 人 口 ）を 横 軸

に 、 散 布 図 と し て プ ロ ッ ト し た も の で す 。  

こ の 図 表 に 本 市 の 人 口 147,519 人（ R2 年 4 月 1 日 時 点 ）を 代 入 す る（ ラ イ

ン (L1)部 分 ） と 、 最 大 複 本 数 は 12～ 3 冊 程 度 に な り ま す 。 現 状 、 本 市 に は ベ

ス ト セ ラ ー 本 な ど 最 大 複 本 冊 数 が 30 冊 を 超 え る タ イ ト ル も あ り 、 他 自 治 体

の 水 準 と 比 較 す る と 、 最 大 複 本 冊 数 は 過 多 な 状 況 に あ る と 言 え ま す 。  

 

 

                             
1 0 安 形 輝 、「 公 立 図 書 館 に お け る 予 約 数 と 複 本 数 の 推 移 ： 予 約 上 位 本 の 定 点 調 査 」、

h t t p : / / w w w . m s l i s . j p / a m 2 0 1 4 y o k o / 0 7 _ a g a t a t e r u _ r e v . p d f  

類 タイトル数 冊数 平均複本数 タイトル数 冊数 平均複本数

0 22,291 27,376 1.2 82 416 5.1

1 30,255 35,193 1.2 124 615 5.0

2 64,303 83,137 1.3 385 1,825 4.7

3 118,820 139,879 1.2 395 2,002 5.1

4 53,626 69,433 1.3 407 2,163 5.3

5 52,215 66,064 1.3 235 1,059 4.5

6 25,047 30,372 1.2 90 476 5.3

7 78,226 98,494 1.3 466 2,124 4.6

8 14,163 17,798 1.3 52 227 4.4

9 198,358 287,283 1.4 4,796 25,394 5.3

4冊以上の複本NDC分類が付与されている資料

http://www.mslis.jp/am2014yoko/07_agatateru_rev.pdf
http://www.mslis.jp/am2014yoko/07_agatateru_rev.pdf
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図 表 3-8 自 治 体 人 口 規 模 と 最 大 複 本 数  

 

 

  

複 本 数 (冊 )  

人 口 規 模 (人 )  

 平 均 的 な 最 大 複 本  

人 口 規 模 に 対 す る  

数 を 示 す ラ イ ン ( L 2 )  

 

武 蔵 野 市 の 人 口 か ら 見 た

複 本 数 の ラ イ ン ( L 1 )  

現 在 の  

武 蔵 野 市  
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⑤  除 籍  

中 央 図 書 館 地 下 １ 階 に あ る 書 庫 の 書 架 増 設 を 2015（ H27） 年 度 に 完 了 し 、

市 立 図 書 館 ３ 館 合 計 の 蔵 書 は 最 大 100 万 冊 ま で 対 応 で き る 状 態 1 1で す 。  

こ の 100 万 冊 に 対 し て 、 現 状 す で に 蔵 書 冊 数 は 932,167 冊 と 9 割 超 に 達

し て お り 、 直 近 5 年 間 の 推 移 を 見 て も 平 均 で 年 2 万 冊 増 加 （ 図 表 3-9） し て

い ま す 。  

仮 に こ の ま ま の ペ ー ス で 蔵 書 が 増 加 す る と 、 あ と ３ ～ ４ 年 の う ち に 書 架

の 空 き が な く な り 、 新 た な 資 料 の 受 入 が 不 可 能 に な っ て し ま い ま す 。 こ れ ま

で も 、 一 般 図 書 で は 各 分 類 の 所 蔵 数 を 参 考 に 使 用 す る 棚 数 を 割 り 振 り 直 し 整

理 す る 、 児 童 図 書 で は 複 本 の 保 存 ス ペ ー ス も 考 え 余 裕 を も っ て 書 架 を 割 り 振

る な ど の 対 応 を 行 っ て き ま し た 。 し か し 、 今 後 も 蔵 書 の 鮮 度 を 適 切 な 状 態 に

維 持 し て い く た め に は 、 さ ら に 計 画 的 に 除 籍 を 行 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

図 表 3-9 年 間 受 入 冊 数 と 除 籍 冊 数 の 推 移 （ H27～ R1 年 度 ） 1 2 

 

 

 

 

  

本 市 図 書 館 は 、 除 籍 基 準 を 定 め こ れ に 基 づ き 除 籍 を 行 っ て き ま し た 。 し か

し こ の 基 準 は 、 例 え ば 「 情 報 が 古 く な り 利 用 価 値 を 失 っ た も の 」、「 利 用 者 が

紛 失 ま た は 破 損 、 汚 損 し た 資 料 で 弁 償 が 完 了 し た も の 」 を 除 籍 の 対 象 と す る

と い っ た 大 枠 の 基 準 で す 。 計 画 的 か つ 適 切 な 除 籍 を 行 い 、 よ り 良 い 蔵 書 の 質

と 量 を 維 持 し て い く た め に は 、 各 館 の 状 況 も 踏 ま え な が ら 、 よ り 具 体 的 な 基

準 を 用 意 す る こ と が 必 要 で す 。  

 

  

                             
1 1 施 設 の 床 面 積 や 構 造 な ど 物 理 的 制 約 も あ り 、 分 館 を 含 め 今 後 市 立 図 書 館 の 書 架 増

設 の 予 定 は な く 、 1 0 0 万 冊 が 市 立 図 書 館 蔵 書 冊 数 の 上 限 と な り ま す 。  
1 2 「 武 蔵 野 市 の 図 書 館  令 和 元 (平 成 3 1 )年 度 事 業 報 告 」、 武 蔵 野 市 、 7 7 頁  

年度 H27 H28 H29 H30 R1(H31) 年間平均

年間受入冊数（図書） 38,498 43,629 42,772 43,681 43,247 42,365

年間除籍冊数（図書） 15,561 5,881 5,800 50,564 32,670 22,095

受入ー除籍 22,937 37,748 36,972 -6,883 10,577 20,270
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(2)  中 央 図 書 館 、 吉 祥 寺 図 書 館 、 プ レ イ ス 図 書 館 の 比 較  

吉 祥 寺 図 書 館 リ ニ ュ ー ア ル 以 降 の 、平 成 30 年 度 と 令 和 元 年 度 の ２ 年 間

に お け る 受 入 図 書 の 傾 向 と 、単 館 所 蔵 タ イ ト ル の 傾 向 を 比 較 し 、３ 館 ご と

の 特 徴 を 考 察 し ま し た 。  

 

ア  平 成 30 年 度 ・ 令 和 元 年 度 受 入 図 書 調 査  

平 成 30 年 度 、 令 和 元 年 度 に お け る 一 般 受 入 図 書 を 、 分 類 別 に 比 較 し

た グ ラ フ で す （ 図 表 3-10）。  

 

図 表 3-10 一 般 受 入 図 書 の 分 類 比 較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 央 図 書 館 は 、 郷 土 行 政 資 料 の 最 終 保 存 館 と し て 、 そ の 受 入 比 率 は

9.9％ と ３ 館 中 で 最 も 高 く 、ま た 複 本 の 購 入 担 当 館 と し て 、特 に 予 約 の 多

い ９ 類 （ 文 学 、 特 に 小 説 ） の 割 合 も 高 く な る 傾 向 に あ り ま す 。  

吉 祥 寺 図 書 館 で は 、 郷 土 行 政 資 料 が 4.1％ 、 ２ 類 （ 歴 史 ） が 12.6％ と

比 較 的 高 く 、９ 類（ 文 学 ）が 34.0％ と ３ 館 の 中 で は 最 も 高 い 割 合 で し た 。  

武 蔵 野 プ レ イ ス で は 、０ 類（ 総 記 ）が 6.5％ 、３ 類（ 社 会 科 学 ）が 16.2％ 、

５ 類（ 技 術 ）が 9.9％ 、７ 類（ 芸 術 ）が 9.6％ と ３ 館 の 中 で 最 も 高 い 一 方 、

９ 類 （ 文 学 ） は 26.0％ と ３ 館 中 、 最 も 低 い 割 合 で し た 。  
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イ  単 館 所 蔵 タ イ ト ル 数 の 分 類 別 比 率 調 査  

各 館 に お い て 、 そ の 館 で し か 所 蔵 し て い な い 図 書 の 総 数 を 母 数 と し 、

各 分 類 が 占 め る 割 合 を グ ラ フ に し ま し た （ 図 表 3-11）。  

 

図 表 3-11 単 館 所 蔵 タ イ ト ル 比 較 （ 一 般 図 書 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 央 図 書 館 で は ３ 類 （ 社 会 科 学 ） が 21.5％ と 、 他 館 と 比 べ て 高 く な

っ て い ま す 。 武 蔵 野 プ レ イ ス で は ３ 類 （ 社 会 科 学 ） が 18.1％ 、 ４ 類

（ 自 然 科 学 ） が 11.2％ 、 ５ 類 （ 技 術 ） が 14.9％ と 、 他 館 と 比 べ て 高 く

な っ て い ま す 。 ま た ９ 類 （ 文 学 ） は 、 吉 祥 寺 図 書 館 で は 25.5％ 、 武 蔵

野 プ レ イ ス で は 15.9％ と 、 地 域 館 ご と の 所 蔵 資 料 の 特 徴 が 見 ら れ ま し

た 。  
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ウ  結 果  

受 入 図 書 の 実 績 、 ま た 単 館 で 所 蔵 す る 図 書 の 傾 向 か ら 、 各 館 に お い て

以 下 の よ う な 特 徴 が み ら れ ま し た 。  

 

 各 館 の 特 徴  

中  央  

⚫  郷 土 行 政 資 料 収 集 の 中 心 館 と し て 、都・近 隣 自 治 体 の

資 料 も 含 め 広 く 郷 土 行 政 資 料 を 受 入 。  

⚫  全 分 野 に わ た り 、 幅 広 く 資 料 を 受 入 。  

吉 祥 寺  

⚫  郷 土 行 政 資 料 （ 特 に 吉 祥 寺 と い う ま ち に 関 連 す る も

の ） を 比 較 的 多 く 受 入 。  

⚫  ９ 類（ 文 学 ）や ２ 類（ 歴 史 、人 物 、旅 行 本 ）な ど を 多

く 受 入 。単 館 所 蔵 タ イ ト ル に つ い て も 、同 分 類 の 比 率

が 比 較 的 高 い 。  

プ レ イ ス  

⚫  ０ 類 （ 総 記 ）、 ３ 類 （ 社 会 科 学 ）、 ５ 類 （ 技 術 ）、 ７ 類

（ 芸 術 ）の 受 入 が 比 較 的 多 く 、一 方 ９ 類（ 文 学 ）は 比

較 的 少 な い 。  

⚫  単 館 所 蔵 タ イ ト ル に つ い て も 同 様 の 特 徴 が み ら れ た 。 
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4.  蔵書方針  

今 回 行 っ た 蔵 書 評 価 に よ り 示 さ れ た 本 市 図 書 館 の 蔵 書 の 特 徴 あ る い は 課

題 を 受 け て 、 武 蔵 野 市 立 図 書 館 と し て の 収 集 、 除 籍 の あ り 方 や 館 別 の 収 集 の

考 え 方 な ど に つ い て 、 本 市 に お け る 今 後 の 蔵 書 構 成 の あ り 方 を 以 下 の と お り

示 し ま す 。  

(1)  武 蔵 野 市 立 図 書 館  

⚫  武 蔵 野 市 立 図 書 館 資 料 収 集 方 針 に 基 づ き 蔵 書 の 充 実 を 進 め る  

３ 館 を 合 わ せ た 市 立 図 書 館 総 体 と し て の 蔵 書 は 、 広 く 市 民 の 教 養 、

調 査 研 究 、レ ク リ エ ー シ ョ ン な ど に 役 立 て る こ と を 目 的 に 、市 民 の 要

望 に 十 分 応 え ら れ る 、各 分 野 に わ た り 必 要 な 資 料 を 広 範 囲 に 所 蔵 で き

て い る 状 態 に あ り ま す 。収 集 に あ た っ て は 、現 方 針 を 維 持 し こ れ に 基

づ き 進 め て い き ま す 。  

⚫  計 画 的 な 除 籍 を 着 実 に 実 施 す る  

除 籍 は「 第 ２ の 選 書 」で あ り 、資 料 へ の ア ク セ ス を 不 可 能 に し て し

ま う 重 要 な 作 業 で す 。こ れ ま で も 劣 化 や 汚 破 損 な ど の 事 由 に よ り 除 籍

を し て き ま し た が 、今 後 は 年 鑑 白 書 類 の 保 存 年 限 や 、改 訂 等 に よ り 情

報 の 鮮 度 が 落 ち た 本 、利 用 実 績 が 少 な い 本 の 除 籍 時 期 な ど 、よ り 具 体

的 な 基 準 を も っ て 進 め な く て は な り ま せ ん 。 な お 、 除 籍 検 討 資 料 が 、

多 摩 地 域 の 公 立 図 書 館 に お け る 最 後 の １ 冊 で あ る 場 合 や 、国 会 図 書 館

の 所 蔵 か ら 漏 れ て い る 場 合 は 、 可 能 な 限 り 保 存 す る こ と も 重 要 で す 。 

以 上 の よ う な こ と に 配 慮 し つ つ 、所 蔵 能 力 に 応 じ た 計 画 的 な 除 籍 を

実 施 し 、 蔵 書 の 最 適 な 状 態 を 維 持 し て い き ま す 。  

⚫  複 本 数 の 抑 制 、 最 適 化 を 行 う  

市 民 の 教 養 や レ ク リ エ ー シ ョ ン に 資 す る こ と を 目 的 に 、広 く 市 民 の

利 用 に 供 す る た め 、 必 要 な 複 本 数 を 備 え る 必 要 が あ り ま す 。 し か し 、

本 市 の 複 本 冊 数 の 現 状 と 最 大 複 本 冊 数 の 設 定 は 、他 市 区 と 比 較 し て も

過 多 な 状 況 に あ り ま す 。ま た 、所 蔵 能 力 を 踏 ま え る と 、除 籍 と と も に

複 本 の 抑 制 も 必 要 と な り ま す 。蔵 書 の 多 様 性 と 持 続 性 の 維 持 を 図 る た

め 、 常 に 最 適 な 複 本 数 へ 見 直 し て い き ま す 。  

⚫  ３ 館 そ れ ぞ れ の 個 性 に 適 し た 蔵 書 を 構 成 し て い く  

本 市 は 、各 地 域 に 根 差 し 、施 設 の 特 徴 や 利 用 者 層 も 異 な る 、個 性 的

な 図 書 館 が ３ 館 あ り ま す 。 そ れ ぞ れ の 地 域 や 施 設 、 利 用 者 を 背 景 に 、

各 館 の 個 性 に 適 し た 蔵 書 を 構 成 し て い き ま す 。  
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(2)  中 央 図 書 館  

中 央 図 書 館 は 、三 鷹 駅 か ら 徒 歩 15 分 、市 民 文 化 会 館 、市 役 所 、武 蔵 野 総 合

体 育 館 な ど が 近 く に あ る 、 落 ち 着 い た 住 宅 エ リ ア に 立 地 し て い ま す 。  

武 蔵 野 市 の 中 央 圏 に 位 置 す る 地 域 館 と し て 閲 覧 や 貸 出 を す る 役 割 を 担 う

と と も に 、 建 物 の 地 下 １ 階 に 市 内 全 体 の 約 ７ 割 も の 図 書 を 幅 広 く 保 管 し て い

る 市 内 で 唯 一 の 書 庫 を 持 つ 図 書 館 で あ る こ と か ら 、 資 料 保 存 の 中 核 と し て 、

他 地 域 館 を 蔵 書 の 面 で バ ッ ク ア ッ プ す る 役 割 を 果 た し て い ま す 。  

ま た 、通 常 の 活 字 に よ る 読 書 が 困 難 な 方 向 け の 資 料 や 、視 聴 覚 資 料 、Ｙ Ａ

（ 青 少 年 向 け ） の 漫 画 な ど を 集 中 し て 収 集 し て い る 点 、 武 蔵 野 市 や 東 京 都 等

の 郷 土 行 政 資 料 や 調 査 ・ 研 究 の た め の 専 門 書 ・ 参 考 書 、 そ の 他 様 々 な 分 野 の

図 書 を 偏 り な く 収 集 し て い る 点 が 特 徴 と し て あ げ ら れ ま す 。  

今 後 も 、武 蔵 野 市 民 が 知 り た い こ と・考 え た い こ と・解 決 し た い こ と を「 知 」

の 側 面 か ら 支 え る た め に 、す べ て の 分 野 に 渡 り 偏 り の 無 い 資 料 の 収 集 に 努 め 、

武 蔵 野 市 の 中 央 図 書 館 と し て の 役 割 に 応 え て い き ま す 。  

 

具 体 例 と し て は 、 以 下 を 留 意 し 収 集 に 努 め ま す 。  

⚫  郷 土 行 政 資 料 の 収 集  

  郷 土 行 政 資 料 受 入 の 中 心 館 と し て 、 都・近 隣 自 治 体 の 資 料 も 含 め 、広

く 収 集 し て い き ま す 。  

⚫  幅 広 く 、 偏 り の 無 い 収 集  

  資 料 保 存 の 中 核 、他 地 域 館 の 補 完 館 と し て 、テ ー マ に 偏 り な く 幅 広 い

収 集 を し て い き ま す 。  

⚫  大 活 字 本 、 デ イ ジ ー ・ テ ー プ 図 書 1 3、 LL ブ ッ ク 1 4、 点 字 雑 誌 の 収 集  

障 害 者 サ ー ビ ス の 中 心 館 と し て 、通 常 の 活 字 に よ る 読 書 が 困 難 な 方 に

向 け た 資 料 を 、 集 中 し て 収 集 し て い き ま す 。  

⚫  視 聴 覚 資 料 の 収 集  

比 較 的 高 額 な 資 料 で あ り 、保 全 の た め 外 部 へ の 研 磨 委 託 な ど も 必 要 に

な る Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ 等 の 視 聴 覚 資 料 を 集 中 し て 収 集 し て い き ま す 。  

⚫  参 考 図 書 の 収 集  

  利 用 者 の 調 査 ・ 研 究 の た め 、 ま た 、 庁 内 レ フ ァ レ ン ス へ の 対 応 や 、 他

地 域 館 レ フ ァ レ ン ス の 補 完 の 役 割 を 担 う た め 、全 分 野 に わ た り 辞 典 、事

典 、図 鑑 、年 鑑 等 の 参 考 図 書 を 幅 広 く 収 集 し て い き ま す 。な お 、オ ン ラ

イ ン デ ー タ ベ ー ス も 、 中 央 図 書 館 を 中 心 に 提 供 し て い き ま す 。  

                             
1 3 視 覚 障 害 者 用 の 国 際 標 準 規 格 で 作 ら れ た デ ジ タ ル 資 料 ・ 録 音 テ ー プ の こ と 。  
1 4 学 習 障 害 、 知 的 障 害 の 方 に も 読 み や す く 書 か れ た 「 や さ し く 読 め る 本 」 の こ と 。  
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(3)  吉 祥 寺 図 書 館  

吉 祥 寺 図 書 館 は 、 市 内 ３ 駅 中 で 最 大 の 乗 降 客 数 を も つ 吉 祥 寺 駅 か ら 徒 歩 ３

分 に 立 地 し 、延 床 面 積 が 中 央 図 書 館 の 約 20％ 程 度 と 、３ 館 の 中 で は 最 も 小 さ

な 図 書 館 と な り ま す 。 周 辺 地 域 は 都 内 有 数 の 商 業 集 積 地 で も あ り 、 小 売 業 や

サ ー ビ ス 業 を 中 心 に 、 多 く の 事 業 所 が 密 集 し て い ま す 。 そ し て 、 文 化 ・ 芸 術

性 に 富 ん だ 沢 山 の イ ベ ン ト が 開 催 さ れ て き た 地 域 で も あ り 、 期 間 中 に は 図 書

館 も 協 働 し て 関 連 図 書 展 示 を 行 う な ど し て き ま し た 。 ま た 、 吉 祥 寺 駅 や 周 辺

商 業 集 積 地 に 集 ま る 人 々 が 、「 買 い 物 の つ い で 」「 通 勤 や 通 学 の つ い で 」 に 利

用 す る 姿 が 多 く み ら れ ま す 。  

平 成 30 年 の リ ニ ュ ー ア ル 時 に 掲 げ ら れ た 、多 様 な 来 街 者 や 地 域 住 民 が「 気

軽 に 楽 し く 知 的 な 出 会 い を 」 得 ら れ る 場 と な れ る よ う 収 集 に 努 め ま す 。  

 

具 体 例 と し て は 、 以 下 を 留 意 し 収 集 に 努 め ま す 。  

⚫  郷 土 行 政 資 料 の 収 集  

   繁 華 街 に 近 く 、来 訪 者 の 多 い ま ち の 情 報 発 信 基 地 と し て 、ま ち 情 報 関

連 資 料 を 積 極 的 に 収 集 し て い き ま す 。  

⚫  ２ 類 （ 歴 史 ・ 人 物 ・ 旅 行 等 ）・ ９ 類 （ 文 学 ） の 収 集  

  駅 や 繁 華 街 に 近 い 立 地 に あ り 、通 勤 や 買 い 物 の つ い で に「 借 り て 帰 る 」

と い う 利 用 も 多 く 見 ら れ ま す 1 5。 一 般 的 な 読 み 物 系 の 図 書 の 需 要 が 多 い

事 を 反 映 し た 、 資 料 の 収 集 を し て い き ま す 。  

⚫  ３ 類 （ 社 会 科 学 ＞ ビ ジ ネ ス ）・ ６ 類 （ 産 業 ＞ 商 業 ） の 収 集  

  商 業 に 関 す る 図 書 は 、 文 学 等 に 比 べ て 、 一 般 流 通 し て い る 冊 数 が 相 対

的 に 少 な い 分 野 で は あ り ま す が 1 6、 大 き な 商 店 街 や 個 人 商 店 が 多 数 あ る

商 業 が 盛 ん な ま ち と い う 特 色 を 踏 ま え て 、積 極 的 に 収 集 を し て い き ま す 。 

⚫  ７ 類 （ 芸 術 ） の 収 集  

   「 ア ニ メ ワ ン ダ ー ラ ン ド 」「 吉 祥 寺 音 楽 祭 」な ど の 開 催 地 で あ り 、ア ニ

メ ス タ ジ オ や 劇 団 な ど が 多 く 活 動 す る 文 化 創 造 の ま ち と い う 特 色 に 沿

っ た 資 料 を 積 極 的 に 収 集 し て い き ま す 。  

⚫  Ｙ Ａ （ 青 少 年 向 け ） 資 料 の 収 集  

  平 成 30 年 の リ ニ ュ ー ア ル 時 に 新 設 さ れ た Ｙ Ａ コ ー ナ ー を 活 か し 、 青

少 年 世 代 の 知 的 好 奇 心 や 悩 み 等 に 寄 り 添 っ た 資 料 を 収 集 し て い き ま す 。 

                             
1 5  来 館 者 調 査 ・ 立 ち 寄 り 行 動 に つ い て 、 以 下 を 参 照 と し た 。  

（ 野 上 宏 樹 、 井 本 佐 保 里 「 武 蔵 野 市 立 図 書 館  来 館 者 調 査 の ご 報 告 」  平 成 3 1 年 3 月 4 日 ）

（ 野 上 宏 樹 、 井 本 佐 保 里 、 大 月 敏 雄 「 図 書 館 利 用 者 の 館 周 辺 に お け る 立 ち 寄 り 行 動 に 関 す る

研 究  武 蔵 野 市 3 館 で の 比 較 」 2 0 1 8 年 度 日 本 建 築 学 会 関 東 支 部 研 究 報 告 集 Ⅱ  2 0 1 9 年 3 月  

p p . 3 1 3 - 3 1 4）  
1 6 『 2 0 1 8 年 版  出 版 年 鑑 』 出 版 ニ ュ ー ス 社  p . 2 6 8 - 2 7 1  
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(4)  プ レ イ ス 図 書 館  

武 蔵 野 プ レ イ ス は 、 武 蔵 境 駅 前 に 立 地 し 22 時 ま で 開 館 し て お り 、 帰 り が

け に 立 ち 寄 る ビ ジ ネ ス パ ー ソ ン の 姿 も 多 く 見 ら れ ま す 。 ま た 、 さ ま ざ ま な ラ

イ フ ス テ ー ジ に お い て 、 生 活 や 学 び に 役 立 つ 情 報 が 得 ら れ る よ う に 、 文 学 に

加 え て 「 知 識 や 考 え る ヒ ン ト を 得 る 本 」 や 、 日 常 生 活 の 中 で 「 使 う 本 」 等 を

揃 え た フ ロ ア が あ り 、 乳 幼 児 が い る 親 世 代 か ら 高 齢 者 ま で 幅 広 く 利 用 さ れ て

い ま す 。 さ ら に 、 施 設 内 に は 「 若 者 の 居 場 所 」 と し て 多 く の 青 少 年 に 親 し ま

れ て い る ス タ ジ オ ラ ウ ン ジ が あ り 、 青 少 年 の 知 的 好 奇 心 や 、 進 路 ・ 悩 み な ど

に 寄 り 添 っ た 事 業 を 展 開 し て い ま す 。 1 7 

図 書 や 活 動 を 通 じ て 人 と ひ と が 出 会 い 、 そ れ ぞ れ が 持 つ 情 報 を 共 有 ・ 交 換

し な が ら 、 知 的 な 創 造 や 交 流 を 生 み 出 し 、 ま ち の 活 性 化 が 図 ら れ る こ と を 目

的 と し た 、 活 動 支 援 型 施 設 の 基 幹 機 能 と し て の 役 割 を 担 っ て い き ま す 。  

 

具 体 例 と し て は 、 以 下 を 留 意 し 収 集 に 努 め ま す 。  

⚫  ０ 類 （ 総 記 ） ３ 類 （ 社 会 科 学 ） の 収 集  

  多 く の 利 用 が 見 ら れ る ビ ジ ネ ス パ ー ソ ン の ニ ー ズ を 捉 え 、情 報 処 理 関

連 図 書 や ビ ジ ネ ス 書 を 積 極 的 に 収 集 し て い き ま す 。  

⚫  ５ 類 （ 技 術 ） の 収 集  

  児 童 書 エ リ ア の 横 に 生 活 や 趣 味 の 実 用 書 コ ー ナ ー が あ り 、 親 子 で ゆ っ

く り と 楽 し め る 空 間 と な っ て い ま す 。掃 除・料 理 の 本 等 の 日 々 の 生 活 に

沿 っ た 資 料 が 手 に 取 ら れ や す く 、貸 出 状 況 と 書 架 と の バ ラ ン ス を 考 慮 し 、

積 極 的 か つ 適 切 に 収 集 し て い き ま す 。  

⚫  ７ 類 （ 芸 術 ）・ Ｙ Ａ の 収 集  

地 下 ２ 階 に ア ー ト ＆ テ ィ ー ン ズ ラ イ ブ ラ リ ー が あ り 、芸 術 関 連 資 料 や

Ｙ Ａ （ 青 少 年 向 け ） 資 料 を 積 極 的 に 収 集 し て い き ま す 。  

⚫  講 座 ・ イ ベ ン ト に 合 わ せ た 収 集  

生 涯 学 習 機 能 が 開 催 す る 食 文 化 講 座 や 、青 少 年 活 動 支 援 機 能 が 開 催 す

る キ ャ リ ア 形 成 支 援 事 業 な ど に 合 わ せ た 図 書 展 示 も 行 っ て い ま す 。講 座

や イ ベ ン ト に 関 連 す る 図 書 の 収 集 を 積 極 的 に し て い き ま す 。  

⚫  雑 誌 の 収 集  

図 書 に な り に く い 狭 い 分 野 や 、未 確 立 で あ る 分 野 の 、よ り 新 し い 情 報

提 供 に 適 し た メ デ ィ ア で あ る 雑 誌 を 積 極 的 に 収 集 し て い き ま す 。  

                             
1 7 来 館 者 調 査 ・ 立 ち 寄 り 行 動 に つ い て 、 以 下 を 参 照 と し た 。  

（ 野 上 宏 樹 、 井 本 佐 保 里 「 武 蔵 野 市 立 図 書 館  来 館 者 調 査 の ご 報 告 」  平 成 3 1 年 3 月 4 日 ）

（ 野 上 宏 樹 、 井 本 佐 保 里 、 大 月 敏 雄 「 図 書 館 利 用 者 の 館 周 辺 に お け る 立 ち 寄 り 行 動 に 関 す る

研 究  武 蔵 野 市 3 館 で の 比 較 」 2 0 1 8 年 度 日 本 建 築 学 会 関 東 支 部 研 究 報 告 集 Ⅱ  2 0 1 9 年 3 月  

p p . 3 1 3 - 3 1 4）  
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